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序 文

大正末年に， 関和久の広範な地域から多賀城系と下野薬師寺系の古瓦が出土することが学

界に知られ， またそこから出土する多賀城創建期類似の瓦から神亀 5 年 設置の白河軍団跡と

推定されてきました。

しかしその後約半世紀の間， 学術調査もなされず， その評価も定まらないままでした。 県

教育委員会はこの遺跡の重要性に鑑み、 研究者の方々の助言を得 ， 遺跡の性格を解明すると

ともに， 史跡指定の資料を得るため昭和47年より継続して調査を実施してまいりました。

この調査により， 大門・明地地区は古代白河郡家跡であることがほぼ確実となってまいり

ました。 本年度は第6次調査を終了し， 所期の目的を達成することができました。 ここに本

年度の成果につきましてその概略を報告いたしますので， 広く県民の方々に認識を深めてい

ただくとともに， 研究資料として御活用いただければ幸甚に存じます。

最後になりましたが， この調査の指導にあたられた県文化財保護審議会委員伊東信雄博士

はじめ各指導委具，·御協力を惜しまなかった宮城県多賀城跡調査研究所の方々， 地元泉崎村，

地元協力者各 位に多大の謝意を表するものであります。

昭和 53 年 3 月

福島県教育委員会教育長

辺 見 栄 之 助
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調 査 要 項

関和久遺跡

西白河郡泉崎村関和久字中宿ほか

福島県教育委員会

伊東信雄， 坪井清足， 氏家和典， 梅宮 茂， 鈴木 啓

木本元治

木村浩二， 橋本博幸

桑原滋郎， 進藤秋暉， 白鳥良一， 鎌田俊昭， 高野芳宏， 古川雅清

工藤雅樹， 藤沼邦彦， 平川 南， 佐川ーニほか地元有志15名

泉崎村， 泉崎村教育委員会， 泉崎村公民館， 関平婦人会

昭和5 2年11月 1 日 ～ 12月 3 日

例 ――-

1 この調査は国庫補助事業である。

2 編集は木本が担当した。

3 第1章 • 第3章 • 第4章 第2 · 4節 は木本が執筆した。

4 第2章 第1節 • 第4章 第1節 は木村・木本が執筆した。

5 第2章 第3節 は木村が執筆した。

6 第2章 第2節 は橋本が執筆した。

7 第4章 第3節 は伊東が執筆した。

8 遺構写真の撮影， 実測図トレー スは木本・木村が担当した。

9 遺物写真・実測・採拓は木本が担当した。



第1章 調 査 報 告

第1節 前年までの調査

昭和47年度 10月 30 日 ～ 11月 15日

航空測量図作成と 予備調査。 東群 建物 中， 南 ・中・北 3棟の有礎建物 跡の存在を確認。

（関和久遺跡I 1973年3月 福島県教育委員会 参照）

昭和48年度 10月 11日 ～ 11月 10 日

東群 を構成す る有礎建物 跡SB 0 1  · 0 2  · 0 3と， 西群 で は有礎建物 跡SB05 · 06と掘立柱建物 跡

の SB04 · 0 7が検出 された。

（関和久遺跡II 1974年3月 福島県教育委員会 参照）

昭和49年度 5 月 27日 ～ 6 月 5 日

県道白河ー母畑線拡幅工事に伴う緊急調壺。

遺跡北縁の台地 267m 'を帯状に発 掘調査。 竪穴住居址2棟 ， 溝 3条， 土塁状遺構 2甚， 掘立

柱穴20個， 円形ピット2基を検出 。 遺物 は土師器， 須恵器， 須恵系土器， 円面硯， 開元通宝， 植

物 種子を検出 。 このうち土師器杯3 個に 7字の 「 白」の墨書が あ る。
（関和久遺跡一県道拡蝠工事に伴う調査ー1974年12月 福島県泉崎村教育委員会 参照）

昭和49年度 10月 21日 ～ 11月 22日

遺跡の西南部を調査し， 有礎建物 跡 3棟， 掘立柱建物 跡 8棟， 大溝 2条，井戸跡 l甚， 竪穴住居

址1棟が検出 された。 調査区域の西方， 南方で検出 された大溝 は郡家の四至を区画す る可能性が

考えられ ， 一辺は約3 - 2.5町と推定された。

（関和久遺跡III 1975年3月 福島県教育委員会 ． 参照）

昭和50年度 10月 20 日 ～ 11月 22日

遺跡の東南部を調査し，有礎建物 跡 4棟，掘立柱 建物 跡9棟， 竪穴住居址 1棟， 大溝 跡 2条， 小

溝 跡 2条が検出 された。 東南隅において は大溝 のコ ー ナ ー が検出 され， 郡家の東西 は 2.5町 で あ

ることが判明し， 南北も同様と推定された。

（関和久遺跡N 1976年3月 福島県教育委員会 参照）

昭和51年度 10月 20 日 ～ 11月 20 日

遺跡の東辺部を調査し ， 掘立柱建物 跡 4棟， 郡家の東辺を区画す ると考えられる大溝 跡 3条を

検出 す る。

（関和久遺跡V 1977年3月 福島県教育委員会 参照）

第2節 調 査 経 過

昭和52年度の調査 は郡家跡の東辺， 北辺及ぴ郡院また は郡庁部の所在を確認す る目的で開始さ

れた。

東辺部

昨年検出 された東辺を区画す ると 考えられた SD36大溝 の延長上の I B -24~33区， KA -24

~33区に3 m X30mのトレンチを 設定した。

l -



I B-24~33（第1トレンチ）は主要農道の東側， 幹線水路の北側に当る部分の台地直下の水田

の部分で，水田土，後世の溝による攪乱土を取除いたところ，表土下45cmで I B-31·32区から黒褐

色土に掘り込まれた幅2.2m,深さ41cmの大溝の一部と考えられる溝状遺構， I B -33区からは掘

立柱穴が 2個が検出された。しかしI B -24~30区では遺跡と同時期の遺構・遺物は皆無であった。

KA -24-33（第3トレンチ）では茶褐色の耕作土約40cmを取除いたところ， 黄色ロ ー ムの地

山に掘り込まれた南北に走る溝跡がKA-27~28区， 30~32区に， 北東に走る小溝跡がKA-28 

~33区に， 不定形ピットがKA-24~26区に検出された。 KA-30~32区の大溝跡以外は耕作土

が入っており， 遺物としては近代以後の陶磁器片， ガラス片などがあり後世の溝及び攪乱と考え

られる。 K A-30 · 31区の大溝跡は瓦， 土師器 ， 須恵器を出土するとともに， I B -31 · 32区の

大溝跡のほぼ真北上にあることが確認された。

中央部

台地上の平担部の一 番高い部分にあたり， 遺跡の想定中軸線の東15~20mのJD-JN-70 ·

71（第2トレンチ）を設定し発掘したところJD -J G -70 · 71区で表土下約60cmで地山の黄色

ロ ー ムに掘り込まれた多数の小ピット群， 一辺約3 mの方形ピット， 小溝などが検出された。 表

土中からは中世陶器らしきものも検出されており中世の遺構の可能性が考えられる。

J G ~J N-70. 71区では 2時期以上にわたり切り合って， 南北に並ぶ2 列の掘立柱穴群と，

その東と南を囲むような形で大溝跡， 掘立柱穴を切る中溝などが検出された。 掘立柱建物の範囲

を確認するためJ F ~J o-72区の東側 2 m, J O --70 · 71区を拡張， 精査したところ， 掘立柱

穴は 3時期の切り合いか見られ， 外側の柱穴列はJG ~J o-70区では南北に並び， J G-70区

で西に折れ 「 L」形を呈して並び， この柱列に対応する内柱はなく， 長北に長い官街風建物(S

B 47 · A · B · 48)，その建物の内側の柱穴群は時期の異る建物である(SB 4 9  · 50 · 51 · 52)こ

とが判明し， この部分のみでも 7時期以上の建物の建て替えがあることが確認された。 またSB

47 · 48と大溝(SB 42)との間に 1本柱列（柵か？） が入ることも判明した。 なお， 作物と農道

の都合上建物と西と北の範囲は確認できなかった。

これらの建物群を囲むSD42大溝の東肩は浅い円形の大形ピットにより切られている。 この地

区のSD42 · 43溝中からは多量の土師器，須恵器が検出され，特に土師器杯が多く見られたが瓦は

トレンチ内全部でも破片 3 片のみであった。

西部地区

郡家跡の西辺の溝を検出するためにB S W-J -HF-13~25区（第4 トレンチ）にトレンチ

を設定して調査を行なったところ， 第2 水田床土の下（表土下約90cm)より幅2.2m, 深さ15cm

~20cmの新しい時期の溝を検出した。 さらにその下層を深さ約 1.2mまで掘り下げたが砂質シル

ト， 砂層， 小砂利が交互に推積した水成層と考えられる層位が観察された。 同層中よりは若干の

須恵器片を検出したのみで， 遺構らしきものはまったく検出されなかった。

このトレンチから村道山寺一瀬知房線の南を東西に走る一段低い水田の部分にかけては遺跡が

機能していた当時は沼地又は水路状の低湿地となっていたらしい。

- 2 -
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北辺部

郡家の北辺を検出 し四至を決定する目的でK J ~LC-77に 3 m X42m（第5トレンチ）のト
レンチを 設定した。 なお77ラインはほぼ遺跡の想定中軸線となっている。

kL ~k s-77区から掘立柱建物 跡と考えられる柱穴群， これらに切られた竪穴住居址， それ

よりさらに 古い時期のものと考えられる袋状ピットが検出された。

この建物 跡の範囲を確認するため， K P -75 · 76 · 78- 8 0 ,  K Q -78 区の拡張を行なったとこ

ろ， K O ~K R -76~79 区に2間X2 間(SB 56) , 1間X 3 間(SB 57) の建物 を確認するこ

と ができた。 この建物 群は遺跡の想定中軸線上に位置しているが， 当初の遺跡の北辺の想定線 で

ある南辺大溝 の 3町の線より 10 m~25m外側にあり， 郡家跡の北辺はさらに北に想定する必要が

あるのかも知れない。

第 3節 調 査 日 誌

昭和52年 11月 1 日 （火） 晴

調査事務所用テント 設営， 基準杭No3l(E48 .09 0 m), No.32(E 78 -135m)設定。 第1トレンチ(I

C-24~33区）設定， I B - 27- 33区表土剥離。

11月 2 日 （水） 雨のち晴

基準杭No33(No. 1 W30 .059 m), No.34(W68 .0 74m), No.35(W68 . 0 74m, N 27. 031m), No.36 (W 

72. 0 89 m, N 27.0 3lm), No37(W72.0 89 m, N 48 . 0 17m), No38 (W72. 0 89 m, N 76. 245m)設定。

第1トレンチ ：L- 1 · 2 掘り込み完了， トレンチ東半部のL-3 掘り込み。

11月 7 日 （月 ） 曇

第1トレンチ：L- 4 上面検出， I C-29 区から南北に走るL-3 より掘り込んだ小溝 （後世

の溝 らしい ）， I B -30 · 31よりL-4 を掘り込んだ 大溝 を検出 。 基準杭No.39 (W72.0 89 m, N 

9 6.668 m)。 第2トレンチ(J E -J M-70 · 71区）設定。

11月 8 日 （火） 暴

第1 トレンチ ：L- 4 上面精査， I B-33 区より掘立柱穴検出。 大溝掘り込み。 第2 トレンチ：

グリッド設定， 表土剥離， J I ~J M-70 . 71区より大溝小 溝竪穴住居址を検出。

11月 9 日 （水） 晴

第1トレンチ ：遣方設定（水糸B MNo. 1 E 52. 0 0 m, N 4.50 m, レベルB MNo. 1 -20 cm)。 第2

トレンチ ：南半部 (J E....:..J I -70 · 71) より小 ピット多数 検出。 昨 日 J I ~J M-70 . 71区で

攪乱と考えられた大形ピットは掘立柱建物 の掘方と判明， 数時期に わ たる 切合いが ある。 基準杭

No.40 (E42 .19 7m, N36.8 75m), No.4l(E45.59 4 m, N36. 8 75m), No.42 (E45.594m, N82.645 

m), No.43(E 45.59 4m, N 125.9 17m)設定。 第3トレンチ(K A -24~33区）設定。

11月 10 日 （木） 晴

第1トレンチ ： S D-36溝 セクショ ン実測， 写真撮影， 遺構実測。 第2トレンチ ： 大溝 全面検

出 のためI J ~J M-72を拡張， トレンチ全面精査， J E ~J G区の小 ピット及び方形の大型土

壊は中世の遺構の可能性が強くなった。 掘立柱建物 に切られた住居址は栗囲式であることが判明

11月 11日 （金） 晴

第1トレンチ ： 遺構実測完了。 第2トレンチ ： 建物 の範囲を確認するため精査， S D-43溝

- 3 -



に切られた柱穴の 切合いを検出 。 SD-42大溝東肩検出 のためJ M-68 · 69 を拡張。 SD-42と

大型円形ピット の重複を検出 。 第3トレンチ：表土剥離ほぼ完了。

11月14日 （月） 晴

第2トレンチ：掘立柱建物 の 切合い確認 のため精査， J L-68: 69 を拡張。 第3トレンチ：

精査KA -26 · 27 · 31区に南北に走る溝 跡らしきものを検出 ， 各溝 の掘込開始。 KA -31区の

溝 は上幅3 m以上， 深さ50 cm以上で， 上半部より瓦， 土師器， 須恵器の破片を検出 ， 遺溝 の東辺

を 画する大溝 らしい。

11月15日 （火） 晴

第2トレンチ：J J · J K-68 · 69 , J N-70 -72を拡張 SD-42東肩には大型ピット 4基

が 切り 合い， この溝 は J I -70 区にコ ー ナ ー を有しこの 部分から西に曲って延ぴていくことが判

明。 掘立柱建物 は 3 期の 切り合いが あることが判明。 第3トレンチ：KA -31区の SD-36大

溝 掘り上げ， 上幅 3.2mで東辺溝 のほぼ延長上にあり真北に向って走ることから遺跡東辺を 画す

る溝 と考える。

11月16日 （水） 晴 のち曇

第2トレンチ：J L -J N-70- 72区精査， 建物 は東西 3間以上， 南北 8間以上であることを

確認 さらにSD-43の西側に掘立柱建物 1棟を検出 。 第3トレンチ ：セクション実測。 甚準

杭No.44(W 117.99 4m), No.45(W 165.279 m), N。.46(W165.279m, S23.257m), No.47(W186.8 85  

m, S23.257m), No.48(W 186.8 85m, S45.325m), No.49 (W 227.165m, S45.235m)設定。

第4トレンチ(B SWJ -H F-13- 23) 設定， 表土剥離。

11月17日 （木） 雨

野外作業中止， 図面整理検討， 伊東， 坪井両委員白河着。

11月18日 （金） 晴

第2トレンチ：J I - J  N-71 · 72区の建物 群の最終精査， 切合い関係を明確にし， 略測図作

成。 第3トレンチ ：遣方設定 (E53m, N 121.5mの各線）。 第4トレンチ：表土剥離完了，

H F-17 · 18区より 切り合った溝 らしきもの， H F-21 · 22区からも溝 らしきものを検出 。

11月21日 （月） 晴

第2トレンチ ：SD-42溝 と重複している大型ピットの 切り合い確認作業。 （溝 →ピット）併

せSD-42溝 の東肩はかなり凹凸が あることが判明。 第3トレンチ ：SD-36大溝 の実測。

第4トレンチ：西辺を区画する大溝 の検出 作業， 昨日 の溝 らしきものを精査。

11月22日 （火） 晴

第2トレンチ ：遺構 全面 及び北壁面精査， 写真撮影。 第3トレンチ：実測完了， 遺構 付近清

掃， 写真撮影。 第4トレンチ ：西辺の大溝検出 作業続行， 厚さ70- 8 0 cmの水成堆積層をトレン

チ全面 に検出 したが溝 は不明。

11月24日 （木） 晴
第2トレンチ ：北壁面精査， 写真撮影， セクション実測。 第4トレンチ：西辺大溝検出 作業，

表土下約1 mの小砂利混り層の精査を行なう が溝面検出 できず。

- 4 -
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11月25日 （金） 晴一 時曇

第2トレンチ： 北壁セ クション 実測， 遣り方杭打ち。 第4トレンチ： 昨 日 精査面 をさらに掘

り下 げたが薄 い砂層と粘土層が交互 に続くことが判明し， こ の 部分は当時 より湿 地であったもの
と判断 し作業中止。 第5トレンチ： No.50杭 (N 84 .  755m , W72.089m ), No.51杭 (N 209 .0 72m , 

W72. 089 m )  を 設定， 第 5トレンチ(K J -LC - 77) を 設定， 表土剥離。

11月26日 （土） 曇一 時小雨

第2トレンチ： 北壁セ クション注記 ， 遣り方貫板 設定。 第5トレンチ： 掘り込み， 遺構検出。

掘立柱建物 跡とそれに切られた竪穴住居址を検出。 午 後現地説明会， 指導委員伊東博士 の解説他

を行 なう 。

11月28 日 （月） 晴

第2トレンチ： 遣り方水糸設定， 実測開始。 第5 ト レンチ： K P -75- 80区， K Q -78区を

設定し掘り込み， 遺構検出作業， K N~ K R -75~ 79 区より袋状ピット， 竪穴住居址， 掘立柱穴

群 を検出， 精査， 結 果袋状ピット， 竪穴住居址は掘立柱穴群 に切られているこ とが判明。

11月29 日 （火） 晴

第2トレンチ： 遺構実測。 第5トレンチ： 全面精査， 柱穴の 切り合い確認。 ト レ ンチ内 から

は北辺を 画すると考 え られる大溝 は検出されず， ま たks ~ LC-77区からは該当期の遺構は検

出されなかった。

11月30 日 （水） 晴

第2トレンチ： 遺構実測， 第5トレンチ： 精査， 写真撮影， 遣 方設定， 実測開始。

12月 1 日 ， 2 日 （木 ・ 金） 晴

第2 ， 第5ト レ ンチ遺構実測， 写真撮影， 現場撤収。

第 2 章 発 見 遺 構

第1節 建 物 跡

( 1) R B  4 7 A  · B ,  48 建物 跡

S B4 7A 建物 跡は第2トレンチ北半部で検出された掘立柱建物 跡で南北 8 間以 上， 束西 2 間以

上の南北棟である。 建物 跡の北側， 西側柱列 は調査区 外で 全体 の規模は不明である。 地山 ロ ー ム
面 の上層 (L- 3 ) で検出された。 柱間寸法 は桁行 東側柱列 で南より1.9 8 +  1. 9 3+ 1.81 + 1. 8 3+ 

1.31+ 4 .02（柱痕 跡が 1 つ不明でと び）＋ 2.12m とかなりの不等間隔 である。 南側柱列 は東 1 間

で1.69 m を計る。

建物 の方向は束側柱列 で測定すると， 発 掘基準 線 に対 し， 北で2.5゜ 東に偏 している。 柱穴は平

均 1 m X 1 m の方形で， ほぼ垂直 に掘 られている。 柱穴埋土はロ ー ム ブ ロ ッ ク を含む 暗褐色土， 黒

褐色土である。 柱穴の深さは東 1 南 7 の柱穴で90cm程 である。 殆んど の柱穴で柱痕 跡を検出し，

円形で径 25cm- 30 cmを計 る。 柱穴埋め土中よりロ ク ロ 土師器小片 が数点 出土している。

- 5 -
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S B  47B 建物跡 は 前 述 の S B 47A 建物跡 と 同位置 に 同 規模 で検出 さ れ た 南北棟の 掘立柱建物跡

で あ る 。 南 北 8 間 以上， 東 西 2 間 以上で北側 ・ 西 側 は 調査 区 外 で あ る 。 検出 さ れ た 全 て の 柱 穴 か

各 々 半分以上 を S B 47A 建物跡 に よ っ て 切 ら れ て い る こ と か ら ， 柱痕跡 は 1 つ も 検出 さ れ な か っ

た 。 し か し 、 柱 間 寸法， 建物 の 方 向， 柱位罹 な ど も ほ ぼ S B 47A 建物跡 と 同 一 と み て 大過 な い だ

ろ う 。 柱 穴 も 平均 1 m X 1 m の 方 形 で S B 47 A 建物 跡 を 踏襲 し て い る 。 柱穴 の 深 さ は 束 1 南 8 で

は 約50cm を 計 る 。 埋め 土 は 暗褐色土， 黒 褐 色土 中 に 大 き め の ロ ー ム ブ ロ ッ ク を 多 量 に 混入 し た も

の で あ り ， 互層 は 認め ら れ な い 。

S B  48建物 跡 は 前述 の S B 47A · B 建物 跡 と 同位置 に 検出 さ れ た 南北棟の 掘 立柱建物 跡 で あ る 。

南北 7 間 以上， 東 西 l 間 以 上 で建物跡 の 北 側 ・ 西側 は 調査区外 で あ る 。 検 出 さ れ た 全 て の 柱穴 は

S B  47A · B 建物 跡 に 切 ら れ， 柱痕跡が検出 さ れ た の は 束 1 南 4 だ け だ が， 建物 の 方 向 は S B 47 

A · B 建物 跡 と は ぼ同 一 方 向 で あ り ， 柱 間 寸法 は 桁行 で約 7 尺， 梁間 で約10尺 と 考 え ら れ る 。 掘

方 は 0 . 8 m X 1 . 2 m 程の 方 形 で， ほ ぽ垂直 に 掘 っ て い る 。 深 さ は 東 1 南 7 で 0 . 6 m を 計 る 。 埋め

土 は 暗褐 色 士 ， 黒褐色 土 で ロ ー ム ブ ロ ッ ク を 混入 し て い る 。 柱痕跡 は 東 1 南 4 で径 30cm程 で あ る 。

以上 3 棟 の 建物 は 全体の 規模は 不 明 で あ る が南柱列， 東柱列， 東南隅柱 の 検 出 に よ れ ば， ほ ぼ

同 位置 に 同 一 規模 で 2 回 の 建 て 替 え を 行 っ た も の と 考 え ら れ る 。 す な わ ち S B 4謁匪物 跡 （ 桁行 7

間 以 上 7 尺 x 梁間 1 間 以上10尺 ） → S B 47B 建物 跡 （ 桁行 8 間 以上 6 尺 x 梁間 2 間 以上約 7 尺 ）

→ S B 47A 建物 跡 （ 桁行 8 間 以上 4 尺 ～ 7 尺 x 梁 間 2 間 以上 6 尺 ～ 10尺 ） の 変遷 が う か が え る 。

こ れ ら の 3 棟は S I 44 住居址 を 切 っ て い る 。 ま た ， こ れ ら の建物 の 束側 か ら 南側 に は L 字状 に 屈

曲 し て め ぐ る S D 42大 溝 が検 出 さ れ て い る 。

(2) S B 49 · 50 · 5 1  · 52建物 跡

S B  49建物 跡 は S B 47A · B ,  48建物跡の 内 側 に 検 出 さ れ た 掘 立柱建物 跡 で東南部分柱穴 4 つ

を 検出 し た 。 北 側 ・ 西 側 は 調 査 区 外 で全体の 規模 は 不 明 で あ る 。 地 山 ロ ー ム 面 の 上層 ( L - 3 )

で検出 さ れ た 。 南北棟か 東南棟か は 不 明 で あ る か， 東側柱列 の 柱 間 寸法 は 2 間 で5 . 40 m ( 18尺 ）

を 計 り ， 1 間 9 尺 と 考 え ら れ る 。 南 側 柱列 は 1 間 で 1 . 70 m （ 約 6 尺 ） を 計 る 。 柱痕跡 は 東 1 南 2

を 除 く 3 つ の 柱 穴 で検出 さ れ ， 円 形 で径約30cm で あ る 。

建物 の 方 向 は 南 側 柱 列 線 で 測 定 す る と ， 発掘基準線 に 対 し 北 で 1 . 5
゜

東 に 偏 し て い る 。 掘 方 は 平

均 1 m X 1 m の 方形 で ほ ぼ垂 直 に 掘 ら れ て い る 。 東 1 南 2 柱穴 の 観察 に よ れ ば掘 方 埋土 は 暗褐 色

土 ， 黒褐色 土 で ロ ー ム プ ロ ッ ク の 多 い 層 と 少 な い 層 が厚 さ 10cm程の 大 き い 互層 を 成 し て い る 。 柱

穴 の 深 さ は 40cm程 で あ る 。 埋め 土 よ り ロ ク ロ 士師器片数点 が 出 土 し て い る 。 こ の 建物 跡 は S B 50 

· 5 1建物跡 を 切 っ て い る 。

S B  50建物跡 は S B 49建物 跡 と 同 じ く 第 2 ト レ ン チ 北西部， S B 47A · B ,  48建物 跡の 内 側 に

検出 さ れ た 掘立柱建物 跡で， 束柱穴 列 と 東 2 ま で の 柱穴 を 検出 し た 。 建物 の 西 側 は 調査 区 外 で全

体 の 規模は 不 明 で あ り ， 南北 3 間 X 東西 1 間 以 上 の 建物 跡 で あ る 。 東柱列 は S D 43小溝 に よ っ て

切 ら れ て い る 為， 柱痕跡が検出 さ れ ず ， 柱 間 寸法 は 正確 に 算出 で き な い か， 柱 穴 か ら ほ ぼ 2 . 4 m

( 8 尺 ） と 考 え ら れ る 。 束西柱列 は 南北 と も 1 間 分 だ け の 検 出 で あ る が， 柱 間 寸法 は 同 じ く 2 . 4

m ( 8 尺 ） と 考 え ら れ る 。 建物 の 方 向 も 不 明 で あ る か， 東柱列 は 北 で若干東 に 偏 し て い る 。 掘 方
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は平均 l m X l m内外の方形で， 深 さ は東 1 南 2 の30cmか ら 浅いものでは東 1 南 3 の10cmのもの

まであ り ， 上部がかな り の削平を受けているもの と 考え ら れる。 埋め土は暗褐色土でロ ー ム プロ

ッ ク を含む。 柱痕跡は南 1 東 2 と 北 1 東 2 で検出 さ れ， 径25- 35cmの円形である。 この建物跡は

S D  43小溝と S B49建物跡に切 ら れ， S B 51 · 52建物跡を切っている。

S B  51 · 52建物跡は第2トレ ン チ北西隅に検出 さ れた掘立柱建物跡で， 東南部 コ ー ナ ー の柱穴

2 つを検出 し たのみであ り ， S B 51 · 52建物跡はほぼ同 位置に切 り 合って検出 さ れた為， 両者あ

わせて記述 し ていく。 建物の全体の規模 ， 方 向などは不明であ り ， 東西に並ぶ 2 柱穴間の柱間寸

法も柱痕跡が切 り 合いの為， 検出できず正確な数値は算出できない。 柱穴の規模は 0.7- 0 . 9m 

の方形で深 さ は東側の柱穴で60cm程である。 埋め土は暗褐色土でロ ー ム プロ ッ ク を 混入 し ている。

S B  51建物跡はS B 52建物跡を切ってお り ， 両建物跡はS B49 · 50建物跡， S D 43小溝によって

切 ら れている。 S B 52建物跡柱穴よ り ロ ク ロ 土師器片が数点出土 し ている。

第5トレン チでは計30f固掘立柱の掘方跡が検出 さ れてお り K o-76 ~ K R -79区で 2 棟の建物

が切 り 合って検出 さ れ， 切 り 合った部分では 3 時期の掘方の切合いが 見 ら れ， 一番古い時期 と 新

し い時期のものが建物 と し てま と まった。

(3) S B  56 

k P ~ K  R -76~ 79に発見 さ れた掘立柱建物で， 南面及ぴ北面では古い掘 り 方を切っている。

南面の柱穴列のう ち 2 つ には柱痕があ り ， 心， 心間の距離は3.06mであ り ， 掘 り 方の並び と はや

や ずれるが30cm 1 尺 と し た場合ほぼ10尺 と な り ， 10尺 2 間でほぼ掘 り 方 内 にお さ まる。 西側柱穴

列 と 中 柱穴列の南北掘方の中 心間を と った場合 4.7m - 4.8m と な り ほぼ16尺 と なる。 し たがっ

てこの建物跡は東西 2 間 （柱間10尺） ， 南北 2 間 （柱間 8 尺） の建物 と 考えるこ と ができる。

また南西隅の掘方の西にこの建物 と 同 じ 切 り 合の時期の掘方があ り ， 中 心間で 2.3m- 2.4m 

あ り ， 西面に 8 尺 の 廂が つ く かも知れない。この掘方内か ら 第2 類の土師器杯が検出 さ れている。

(4) S B  57 

k o ~ k  P -76 ~79区で検出 さ れた建物跡で， S B 56に切 ら れてお り ， 東西 3 間を数えるこ と

ができる。 東西恐の掘 り 方の中 心間の距離は 6.6m, 内 側間の距離は 5.6mであ り ， 7 尺等間の

3 間 と 考えた場合各掘方内にうま く お さ まる。 南北柱間も掘 り 方 中 心間で 2 m- 2.2mでほぼ 7

尺 と 考え ら れるので， 東西棟の 1 間 X 3 間の 7 尺等間の建物 と 考え ら れる。

その他第5 トレ ン チ内では こ れ ら 掘立柱穴に切 ら れた竪穴住居址 S I 58 · 60, ピット S K 59が

検出 さ れたが建物群よ り は古い時期のもので掘 り 込みは行なわなかった。

第 2 節 溝 跡

(1) S D 36溝

昨年G P -33 · 34区よ り 検出 さ れた遺跡の東辺を画する と 考え ら れる S D 36大溝の延長 と 考え

ら れる溝跡が台地直下の水田の部分I B -32区よ り 検出 さ れ， その溝の延長 と 考え ら れる溝跡が

台地の東辺部K A-31 · 32区よ り 検出 さ れた。

第1 トレン チは現地形では台地の南鵡が水田に移る部分に当 り ， I B -32区よ り 検出 さ れ た溝

は表土下45cmの黒褐色土 （第4 層）に掘 り 込まれてお り ， 上幅2.25m, 下幅1. 75m, 深 さ 41cm の
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L-1 a 軟質茶褐 色土（耕作土 ）
L-1 b やや暗 い 茶褐 色 土 （ 旧耕作土）
I -2 黒掲色土， やや軟質（溝の最終堆積 ）
I -3 a 茶褐色土（やや軟質 ・ 黄 色 ロ ー ム 粒子 を 含 む ）
I - 3  b 茶褐 色 土 （ や や 軟質 ・ ロ ー ム 粒子が 多 い ）
I -3 c 黒茶褐色土 （ ロ ー ム 粒子 が 多 〈 粒 も 大，

やや し ま る ）
I -4 黒茶褐 色土 （ 粒の 大 き い ロ ー ム 粒 が 多 く ポ

ロ ポ ロ ）
l -5  崩 壊 ロ ー ム 土 （ ロ ー ム 粒子の 間 に 黒 色土 を

含 む ） 13_' 

L-2 a 

上 C ' 

゜ □こ二二
2m 

L-1 茶褐 色 シ ル ト 質 土 （ 水 田 耕作土）
L-2 a 赤褐 色砂質 ン ル ト 質 土 （ 水 田 床 土 ）
L -2 b 灰褐色砂員土( 1 - 5 cmの 砂利 を 含 む ）
L-2 c 育 灰 色砂質土（ 水成枯土， 砂利 を 含 む ）
L -2 d 灰 褐 色枯土質土
I -2 e 黒 色土 （ や や砂 を 含み ペ タ ペ タ し て い る ）
I -2 f 黒 色砂質土
L-3 黒褐色土

第 6 図 S D36大溝跡平面 及 び セ ク シ ョ ン 図
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逆台形を呈しており， 中軸線は真北より東へ 18
゜

傾 いて い る。 溝跡中の堆積は 自 然堆積によると

考えられる状態を示して い た。 こ の溝跡の一部は新し い時期の水路跡によって切られており， さ

らにこの部分が水田となる以前には溝跡付近まで台地が張り出しており， それを削って水田とし

たので， 毛の時に溝の上部 も 削平を受けた も のらし い 。 また， こ の溝跡の西側からは掘立柱建物

の柱穴跡が検出されて い るが， 溝跡の東側からは若干の土器片を検出したのみで遺構は全く検出

されなかった。

第3トレ ン チは台地の東辺近くに東西に設定したトレ ン チで， 遺跡の東辺を画す ると考えられ

る大溝はトレ ン チの西半部K A -31 · 32より検出された。 こ の大溝を は ぼ東西に走る新し い時期

の小溝が切っており， ト レ ン チ東半部のK A -27 · 28区でこの小溝を南北に走る溝， 落 ち 込みが

切って い るが， こ れらの中からは新し い時期の陶磁器， ガラス片か検出されて い る。 大溝は上幅

3.2 m , 下幅 2.4 m , 深さ 90cmの断面逆台形を呈する溝で中軸線は真北より2.3
゜
西に偏して い る。

堆積は中間に地山の崩壊土を含むレン ズ状堆積で 自 然堆積と考えられ， その上半部からは， 土師

器， 須恵器， 瓦の破片が検出されて い る。 また溝跡の堆積土中には水の流れて いた痕跡は観察さ

れなかった。

(2) S D 42 大 溝 跡

S B  47- 52の建物群をとり囲むようにL 字状に屈曲して検出された。 L 字状内側上鵡線は直線

的に検出されたが， 外側上鵡線は東側で 4 つの浅 い 播鉢状ピット（l.7 m X 2.3 m - l. 6 m X  1 . 6 

m ) に切られて い ること も あり， 凹 凸が激し い 。 上鵡幅は l. 6 m - 3 . 7 m , 深さは地山から 0.4

m - 1 . 0  m を 計り， 断 面は ゆ る い U 字形をなす。 屈 曲部でSK 45 · 4 6  · 55 （方形土壊） に切られ

て い る。 埋め土は暗褐色であり， 手持 ち ヘラ削り， 回 転糸切りの土師器杯や高台付杯， 須恵系土

器が含まれて い る。 この溝はS B 47A · B ,  4絡匪物跡の柱列と方向か一致す るので同時に存在し

た可能性かあり， 建物の周囲を区画す る遺構と も 考えられる。

(3) S D 43 小 溝 跡

J L - J N-71で は ぽ南北に検出された小溝であり， 長さ約 8 . 5 m , 上幅約0. 6m , 下幅約0 . 3

m で断面U 字形をなし， 深さは 0.7 m 前後である。 この溝は S B 50 · 5 1  · 52建物跡を切っている。

埋め土中には回 転ヘラ削り （全て切り離しは不明）， 手 持 ち ヘラ削り再調整 の土師器片， 平瓦片（第

7 類） が 含まれて い る。

第 3 節 竪穴住居址， 土濱， 柵跡

(1 )  SI 44竪穴住居址

第2トレ ン チのほぼ中央部J J · J K -71 · 72で検出された竪穴住居址で， 西辺は わ ずかに調

査区外で全体を明らかにできなかった。 東西長5.80 m まで計りうるが， 全長は不明であり， 南北

長は 6.0 m を計る方形 プラ ン を有 す る。 東辺北半部はわ ずかにSD42大溝によって切られて い る。

住居の南北中軸線は発掘基準線にほぼ一致して い る。

覆土はロ ー ムの小 プロ ッ ク や焼土を含む暗褐色土で， 中央部北寄りの部分で， 床面よりやや上

層から， 焼土の広がりが検出されたが， カ マ ドは検出されなかった。 壁は上部がかなりの削平を

うけ， 遺存状態が悪く10- 15cm程の高さであった。 床面はロ ー ムが 多 量に混入した黒褐色土を 叩
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き し めた貼り床 で厚 さ は 平均 2 cm で あ る。 周 溝 は 検出 さ れ な かった。 床面上より い 〈 つかの小ピ

ッ ト は 検出 さ れた が柱穴 ら し きピッ ト は 検出 さ れ な かった。 カ マ ド も 前述 の 如 〈 ， 検出 さ れ な か

った が， 焼 土 の 散布状況 などか ら みて， 北辺中央部に構築 さ れ， 煙道 など の 施設は S D 43小溝に

よって切 ら れて い る も の と考え ら れる。 床面上より遺物は殆 んど出土 し な かったが， 床面直上層

より栗 囲 式 の 土師器杯片 が出土 し て い る。 他に も ロ ク ロ 使用 以 前 の 土師器杯片， 甕片 が何点か出

土 し て い る。

こ の S I 44竪穴住居址は S B 4 7 A · B, 48, 50建物跡， S D 42大溝 ． 43小溝， S A 54柵跡の 重

複 す る全て の 遺構に切 ら れて い る。

(2) S K 45 · 46 · 53 · 55土墳

S K  45土 壊 は 第2ト レ ンチ中央部の S D 42大溝の 屈 曲部にこの 大溝を切って検出 さ れた方形の

土i廣で あ る。 東西長 2 . 80 m , 壁 は ほぽ垂直に掘 ら れており， 四 隅に平均径30cm程の柱穴 が検出 さ

れ， 径 10- 15cmの 柱痕跡と考え ら れるピット が検出 さ れた。 土壊内埋土 は ロ ー ム が わ ずかに 混入

し て い る暗褐色 土 で S D 42大溝の 埋土と類似 し て いる。 床面 は ロ ー ムの平坦 面 で， 施設 さ れた床

面 は 検出 さ れ な かった。 S D 42大溝， S K 46土壊を切って い る。 埋め土中より底部に回 転ヘ ラ調

整 の あ る土師器杯片 などの ロ ク ロ 土師器片 が若干出土 し て い る。

S K 46土壊は S K 45土壊の南西に隣接 し ， 同 じ く S D 42大溝を切って検出 さ れた方形の 土壊で，

S K  45土墳と類似 し た形態 で あ る。 東西長 は 3 . 0 m, 南北長 は 北辺 が不明 な の で正確に算出でき

な い が， 約 3 . 0 m - 3 . 5 m で， 深 さ は約45cm で あ る。 壁 は は ぱ垂直に掘 ら れており， 床面に は ピ

ットが 4 つ 検出 さ れたが柱穴 ら し きピット は 検出 さ れ な かった。 床面 は ロ ー ムの平坦 な 面 で貼床

そ の 他 の 施設 さ れた床 は な かった。 土墳内 埋土 は ロ ー ムがわ ずかに混入 し て い る暗褐色土 で S D

42大 溝 S K 45土漂の 埋土と類似 し て い る。 S D 42大溝を切り， S K 45土壊に切 ら れて い る。 埋

め土中より 回 転 ヘ ラ調整の あ る ロ ク ロ 土 師器片， 墨書名 の あ る土師器片， 須恵器甕片 1 点 が出土

し て い る。

S K  53土壊は 第2ト レ ンチ の南端の ロ ー ム上層 ( L - 2 ）で検出 さ れた土墳で， 南半部 は調査

区外 で全体の 形状， 規模は 不明 で あ る が， は ぽ長 円形 で深 さ は 約70cm で あ る。 土壕内埋土 は下層

に ロ ー ム ブ ロ ッ ク 混入の 暗褐色土 で， 上層は 暗褐色土， 黒褐色土 の 混合層 で あ る。 壁 は ゆ るやか

に立 ち あ がっており， 底 面 も 平坦 で は な く浅 い 窪みに な って い る。

S K  55土 壊 は 第2 ト レ ンチ の中央部， S B  47A · B ,  4羽也物跡， S D  42大溝， S K  46土壊と重

複 し て検出 さ れた方形と考え ら れる土壊 で あ る。 他 の 遺構との 重 複 の ため， 全体の形状， 規模は

不明 で あ る が， 東西辺と北辺の 一部と床面を検出 し ， 東西長 2 . 30 m , 深 さ 25cmを計測 し うるのみ

で あ る。 床面 は S K 45 · 46土i廣と 同様の平坦 な ロ ー ム面 で あ る。

(3) S A54柵跡

S A  54柵跡は S B47A · B,  48建物跡の東柱列と S D 42大溝との 間に沿って検出 さ れた南北 4

間 以上の柱穴 列 で あ る。 南 1 柱穴 は S I 44竪穴住居址を切って い る。 南に は 延 ぴ な い が， 北に延

ぴる可能性 が あ る。 柱 間 寸 法 は 南か ら 3 . 60 + 3 .  00 + 3 .  00 = 9. 60 m で南の 1 間 は 12尺と広 い が次 の

2 間 は 各 々 10尺 ず つ で あ る。 柱列 の 方 向 は 発掘基準線に対 し 北 で東に3 . 5
゜

偏 し て い る。 掘方 は 1
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辺50cm- 60cmの方形で， 埋土は暗褐色土， 黒褐色土混合層である。 柱痕跡は西 4 を除く 3 つの柱

穴で検出 し たが， 南 1 · 3 は径30cm弱の円形であり， 南 2 は径20cm と や や小 さ い。 南 2 は掘方も

長 円形で他のものに比べてや や小規模である。

第 3 章 出 土 遺 物

第 1 節 瓦

今 回の調査で検出 さ れた瓦は少な く ， 総数で31点であり， SD3 6大溝(K A-32区） か ら 2 点，

SD 34構上面より 1 点， 第2ト レ ン チか ら 3 点， 第5 ト レ ン チより25点検出 さ れている。

(1 )  軒平瓦 （第8 図 3 )

第5 ト レ ン チ第1 層より破片 1 点が検出 さ れている。 瓦当面は欠損 し ているが顎の部分にナ デ

の上か ら 2本の沈線が描 かれており， 重 弧文軒平瓦第2 類 （ヘ ラ 描重 弧文軒平瓦） の破片 と 考え

ら れる。

(2) 丸瓦

丸瓦は10点検出 さ れ ， 1 点は小破片であるが 有段のものを含 ん でいる。 丸瓦第1 類 （第8 図 5

. 6 )は凸面はロ ク ロ ナ デに一部削りを 加え， 凹 面には布 目 が 見 ら れる。 第2 類は凸 面に縄 目 の

タ タ キ が施 さ れ， 凹面には布 目 が 見 ら れるものである。 第1 類は第2 ト レ ン チより 2 点， 第5 ト

レ ン チより 5 点， 第2 類は第5 ト レ ン チより 2 点検出 さ れている。

(3) 平瓦

平瓦は全部で14点検出 さ れている。

第1 類 （第8 図 2 )， 凸面にロ ク ロ ナ デが施 さ れ， 凹 面に布， 模骨痕の見 ら れるものでSD3 6  

より 1 点， 第5 ト レ ン チより 2 点検出 さ れている。

第2 類 （第8 図 l )凸面に縦の箆削りが加え ら れ， 凹 面にロ ク ロ ナ デが 見 ら れるもので， SD

3 6より 1 点検出 さ れている。 焼け瓦である。

第3 類， 凸 面に不定方 向 ナ デ又は縦方向の削りが加え ら れ 凹 面には布 目 が 見 ら れるもので第5

ト レ ン チより 2 点検出 さ れている。

第5 類 （第8 図 7 )凸 面に縄 目 の タ タ キかあり， 凹 面には布 目 が 見 ら れるもので第2 ト レ ン チ

より 1 点， 第5 ト レ ン チより 4 点検出 さ れている。

第 6 類， 両 面 が削 ら れているもので， 第5 ト レ ン チより 2 点検出 さ れている。

第7 類， 凸 面に格子 目 タ タ キ 痕があり， 凹 面には布

目 が見 ら れるもので， 第2ト レ ン チより 1 点検出 さ れ

ている。

第8 類 （第9 図） 今 回新たに検出 さ れたもので， か

なりの厚 さ を有 し 凸 面は主に縦方向の縄 目 タ タ キ 痕で，

ロ口
凹 面には 糸切り痕が 見 ら れる。 第5ト レ ン チより 3 点 1 

検出 さ れている。

- 1 6  -
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そ の他 に薄手 で 凸 面 は 布 目 ， 模骨痕 の 上 に 縦方 向 の 削 り が加 え ら れ ， 凹 面 に は ロ ク ロ ナ デ か 見

ら れ る 2 類 に 類似 し た も の （ 第 8 図 4 ) が 1 点 第 5 ト レ ン チ よ り 検出 さ れ て い る 。 焼 け 瓦 で あ る 。

第 2 節 土 器

土器 は 各遺構 ご と に 北較的 ま と ま っ た 量 が あ る の で遺 構 ご と に 記述 し た い 。

(1 )  S D  36 （ 第 10図 1 · 2 )  

第 1 ト レ ン チ の 部分 で は 土 師器， 須恵器の 小 片 を 若干得 た の み で あ っ た 。 第 3 ト レ ン チ で は £

- l .  2 よ り 土 師器杯， 杯 破片 ， 高 台付杯， 甕の破片， 須恵器長頸壺の 頸部， 甕の破片 が検出 さ れ

て い る 。

土師器杯 （ 第 10図 2 ) 及 び破 片 は 体下部か ら 底部全 て に 回 転箆削 り を 有 す る ロ ク ロ調整杯 で， 内

面 は磨 き ， 内 黒 と な っ て い る （ 第 1 類 ） 。

須 恵 器 で実測 で き た も の は 長 頸壺頸部 の み で， ほ ぽ円 筒形 を 呈 し ， 口 縁部近 く で ゆ る や か に 外

反 し ， 両 鵡 が 「T 」 字 形 に 突 出 す る 口 唇 を 有 し て お り ， 外面全体 の ％， 内 面 の 頸 よ り 上 に 自 然釉

がか か っ て い る 。

(2) S I  41  

体部 は 横 ナ デ が施 さ れ ， 体部 と 底部 の 間 に 段 を 有 し ， 底部 は 箆削 り が施 さ れ た 丸底 の 内 黒杯の

小破片 ， 頸部 に 段 を 有 す る 甕の破片 が検出 さ れ て い る 。

(3) S D  42 （ 第 10図 3 - 12) 

J M ~ J  o -70区 に あ た る 部分の Q - 1 · 2 か ら 土 師器杯， 高 台付杯， 所謂須恵系土器 及 び こ

れ ら の 破 片 ，＇ 須 恵器 甕破片， 杯破片 若 干 が検 出 さ れ て い る 。

杯 は 全 て ロ ク ロ 調整 の 内 黒 で， 第 1 類 （ 第 10図 3 ) ， 第 2 類， 体下部か ら 底面全面 に 手持 ち 箆

削 り を 施 し た も の （ 第 10図 4 ~ 8 ) ， 第 3 類， 回 転糸切 り で切離 し 後， 体下部， 底 面 周 辺部 に 手

持 ち 箆削 り を 施 し た も の （ 第 10図 9 ) ， 第 4 類， 回 転 糸切 り で切 り 離 し ， 再調整 を 施 さ な い も の

が検出 さ れ て い る 。 底部破片 で は 第 l 類 8 点， 第 2 類 14点， 第 3 · 4 類 が 15点 が個体 と し て 判別

で き た 。 こ の 溝の 埋没 し た 時期 の 土師器 は 2 • 3 • 4 類 が主体 と な っ て い た も の と 考 え ら れ る 。

高 台付杯 は 実測 で き た も の は 2 点 あ り ， 比較的浅 く ， 直線的 に 開 い た 杯部 と ， 外 に 向 っ て 開 く

底径 の 大 き く 高 い 脚 を 有 し て い る 。

杯， 高 台付杯中 に は 墨書銘 の あ る も の （ 第 10図 3 · 6 · 8 · 1 1 ) が あ り 高 台 付杯 に は 「万 呂 所」

と 読め る も の が あ る （ 第 10図 11)。

ま た 杯 で， 内 外両 面 と も 削 り ， 磨 き の 調 整が な い 回 転 糸切 り 離 し の オ レ ン ジ ～ 褐 色 を と 呈 す る

土器 （ 第 10図 12) が検出 さ れ て い る 。 所謂須 恵系土器 と い わ れ て い る も の で あ り ， 底部破片 で は

19個体 を 判別 し た 。

(4) S D  43 （ 第 1 1 図 l ~ 4 )  

土師器 は 大形 の 鉢， 杯， 甕， 及 ぴ破片， 須 恵 器 の 壺， 甕の破片 が検 出 さ れ て い る 。

土師器鉢 （ 第 1 1図 1 ) ， 杯 （ 第 1 1図 2 ) は 技法 的 に は 第 1 類 に 属 し て お り ， 鉢の場合 は 回 転箆

削 り が体部 中位 ま で 及 ん で い る 。 底部破 片 は 4(}f固 体 分が検出 さ れ， 第 1 類 が 3(}f固体， 第 2 類 が 10

個体判 別 で き た 。 第 1 類の 底 面 に 「瓦」 の 墨書 の あ る も の が あ る （ 第 11図 3 ) 。
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土師器甕 （ 第11図 4 )は大形のもので， 最大径は体部中位にあ り ， 頸は 「く」形に外反し 「T 」

形に突出す る 口 唇部を有 す る。 成形は巻き上げによ り ， 外面及び内面頸部以上はロ ク ロ調整が施

さ れ， 体下半部は縦方向の箆削 り が加えられて い る。

(5) 第5 ト レンチ建物 （第11図 5 )

K P  7 9区の掘立柱穴掘方の一 番新し い時期のもの ( S B 5 6)から土師器杯第2 類が検出 さ れて

お り ， 「万」 の墨書がある。 第5 ト レンチ L - l , L - 2 からは土師器， 須恵器片か検出 さ れ ， 土

師器杯では第1 , 2 ,  4 類が検出 さ れ て い る。

第 2トレン チL - 1 ,  2 中からも多 く の土師器， 須恵器， 所謂 須恵系土器の破片， 第 2トレン

チ南半部の L - 1 中からは陶器片が検出 さ れて い る。 この土器中には実測可能な須恵器壺 （第11

図 8 ) と 墨書土師器杯の破片 （ 第11図 7 ) が検出 さ れて い る。 墨書土師器は杯第2 類で 「天( ? )

家」 と 判読 す る こ と ができる。 須恵器壺は短 頸壺で全体に暗 い 赤褐色を呈し， 体部内外面 と も箆

削 り が加えられて い る。

第 3 節 そ の 他

第1トレンチ L - 2 から織文式土器の小片 と フ レー ク ， ス ク レー パー （ 第11図 9 ) が出土して

いる。 ス ク レー パ ーは頁 岩 製で縦4.0cm, 横2.8cm, 厚 さ 9 mmあ り ， フレー ク の上下 両 辺にス ク レ

ー パ ー エ ッ ジが 作り出 さ れてお り ， ダ ブル エ ン ド ス ク レー パー と なって い る。

第 4 章 考 察

第 l 節 遺 構

今年度の調査で検出 さ れた遺構は掘立柱の建物跡10棟， 竪穴住居址 l 棟， 大構跡 2 条， 小溝跡

1 条， 土墳 3 基 柵列跡 1 ' およ ぴ不整 円形ピッ ト ， 多数の小柱穴 （ ？）などであ っ た。 これら

遺構の大部分は遺跡中央部北半の台地上に設定した第2 ト レンチよ り 検出かれて い る。 この部分

は当初よ り 遺跡中枢部の最 有 力 侯補地であ っ た。 遺跡の東辺部に設定 さ れた第1 , 3 ト レ ン チか

ら は昭和50, 51年度の調査 （ 註 1 )で検出 さ れた東辺溝の一部の延長が検出 さ れ， 東辺のおおよ

そが明 ら か と な っ た。 北辺については， す でに明らかになった南辺溝 （ 註 2 ) よ り 3 町を計る地

点に第5 ト レンチを設定し調査を行な っ たが， 遺跡の範 囲を区画す る遺構は検出 さ れず， 掘立柱

建物跡が 2 棟以上検出 さ れたこ と によ り 南北長は 3 町以上になるこ と が明らか と な っ てきた。

(1) 建築遺構

今 回検出 し た建築遺構に全て掘立柱建物跡で， S B 47A · B ,  48, 4 9, 50, 51, 52, 5 6, 57 

61の10棟を数え， その他にも掘立柱穴が検出 さ れて い るが， 礎石を有 す る建物跡は検出 さ れなか

った。今 回の調査区は遺跡北半部であったが， 今 回検出 さ れた建物跡は遺跡南半部で検出 さ れた総

柱の所謂倉庫 風建物跡ではなく， SB 47 A · B ,  48, 4 9, 50, 5 6, 57は建物内部の柱通 り に柱を

持たな い ， 切妻形屋根を持 つ と 考えられる所謂官街風建物である。 こ れら官術風建物群は， 束西

2 町半 よ り割 り 出した遺跡の南北中軸線のや や東の逍跡北半部の台 地上の平担部に位置してお り ，

- 20 -



遺跡の中躯部 がこの 附近にある可能性が極めて強く な っ たと い える。

SB 47A建物跡は梁間 2 間以上， 桁行 8 間以上の南北棟の掘立柱建物跡である。 柱間寸法は梁

間で東 1 間1 . 6 9m（約6 尺）を計るが， 6 尺等間ではな い 。 桁行で も 広 い部分で2.12m( 7 尺），

狭 い部分で．は1.31m（約4 尺）とか な り不揃 い で， 等間隔では な い 。 SB 47B も SB 47Aとほぼ同

位置に柱穴 が検出 さ れて い る こ とから， 建物全体 の 規模 も 同一と考えられ， S B 47B から47A へ

の建て替えである。 さ らにこれら 2 棟と柱 筋を揃えて検出 さ れたSB 48は梁間 1 間以上， 桁行 7

間以上の 同 じ 南北棟の 建物で， 柱間寸法は梁間で約3 m（約10尺）， 桁行で約 2.lm（約7 尺）等 間

と考えられ， 梁間， 桁行 の柱 筋 がSB 47A · B と一致して い る こ とから， 全体 の 規模は同 一と考

えられSB 48から47A · B へ の建て替え がうかかえる。

こ れら 3 棟の建物は時期を異にし同位置に同規模で存在し， 3 期に亘る建替え が行 な われ， 1 

期(S B 48) と 2 · 3 期(SB 47 A · B ) とでは梁間 ・ 桁行と も 柱間寸法 が異 っ てきて い る。 す

な わ ち ，

1 期 梁間 1 間 （約10尺）以上 x 桁行 7 間（約7 尺）以上

2 · 3 期 梁間 2 間( 6 · 8 尺不等）以上x 桁行 8 間( 4 ~ 7 尺不等）以上

である。 建物全体の 規模を明らかにするには至ら なか っ たが， 梁， 桁 の 間数と柱間寸法 の 違 い か

らみてこれら 3 棟の 全体規模はほぼ同一であると考えられる。 ま た， これらの建物跡 の 周 囲には

溝 がめ ぐ っ ており， 積極的根拠は欠 く も の の， 同時に存在して い た も のと考えてよ い であろう。

さ て， 今回検出 さ れた桁行 7 間以上に及ぶ官街風建物は こ れ ま で の調査では関和 久遺跡では発

見 さ れておらず ， 今 回 の 遺跡北半部の調査によっ て初めて検出 さ れた。 これ ま で の調査によ っ て

検出 さ れた官街風建物は遺跡南側 の 倉庫列と並行して南大溝との間に配置 さ れて い た。 そ の 規模

は次 のとおりである。

5 間(10尺） X 2 間(10尺） 5 棟

5 間(10尺） X 1 間( 6 尺） I 棟

5 間 X 2 間， 柱間10尺 の建物はこの他に さ らに 2 棟加えられそうで， 合計 7 棟と見られる。 さ

らに倉庫群 の列上に同 規模， 同位置で建て替えられて い るSB 24A · B も 5 間 X 2 間 ・ 柱間10尺

の掘立柱建物跡である が， この 2 棟は官街風建物とし な がら も ， 倉庫列上にあることから倉庫 の

可能性 も 示唆して い る。 （ 註 1 . 2 ) 以上の ごと く これ ま で関 和 久遺跡で検出 さ れた官術風建物

は10棟の う ち 9 棟 ま で が 5 間 X 2 間， 柱間10尺であり， しか も 遺跡南半部の低地からのみ検出 さ

れて い る点 な どから， こ れ ま で の も の と今 回 の も の とは異 っ た性格を持 っ た官術風建物と い えよ

う。

こ の ような 桁行 が 7 間以上に及ぶ掘立柱建物は， 筑後国御 原郡家跡と推定 さ れる福 岡 県三井郡

小郡遺跡（註 3 ) ， 美作国 久米郡家跡と推定 さ れる岡 山 県 久米郡宮尾遺跡（註 4 ) ， 鳥取県倉吉 市伯

者 国庁跡（註 5 ) ， 常 陸 国新治郡家跡と推定 さ れる茨城県真壁郡古郡遺跡（註 6 ) な ど から検出 さ

れて い る。 さ らに宮尾遺跡にお い てはこの長 い 建物群をとり囲む上幅 l.7m - 3 m, 深 さ 20cm~

70cmの 溝か検出 さ れており， 今 回検出 さ れたSD42大溝 も SB 47, 48に沿 っ て 「 L 」 形に屈 曲 し

て い る こ とから， 溝跡の 項で述べるように建物群をとり囲む同 様 の 溝 の 可能性 が強 い 。
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桁行 7 間以上の建物 の 性格 に つ い ては 「上野国 交替貨録帳」（ 註 7 ) に より推定するこ と ができ

る。 これは長 元 3 · 4 年 の 文献であるか， この中 に 新田郡の記載条 項 に ，

正 倉
・ ・ ・ ・ . . 略 ・ ・ ・ ・ ・ ・

郡底

東 翌宇 西長 屋壼宇 南長 屋翌宇 翌宇 公文屋翌宇 厨 壺宇

と あり， 郡庁 に は東西南北各 々 に 1 棟づつ長 屋 と 称する建物があ っ たこ と がわかる。 建物 の 規模

に つ い ての記載は な い の で速断できな い が， 関和 久遺跡が 白 河郡家跡 と すれ ば今回検出 さ れたS

B 47, 48建物はこの記事 に み え る長 屋 に 相当する建物 と みるこ と も 可能であろう。

S B 49, 50, 51, 52 に つ い てはい ず れ も 建物跡の ご く 一部を検出したのみで， 規模， 性格等は

不明であるが， S B49, 50は明 ら かに 建物内部 の柱通り に 柱穴が な い こ と か ら ， これ ら も 官街風

建物群 の う ち の 1 棟であ っ たろう と 考 え ら れる。 S B 51, 52 に つ いては柱穴各 々 2 つ づつ検出し

たのみである。 以上 4 棟の 建物 に つ いてはS B 52 →51→5炉叫9の 変遷が切り合 い 関係 より知り得

る。 さ ら に 4 棟 と も S D43溝 に 切 ら れており S D43溝か ら は再調整 のある土師器杯が出土してお

り， これ ら 建物群の 時期は 9 世紀又はそれ以前 と 考 え ら れ る。

S B  47, 48 と S B49-52 の 建物群は直接 の切り合 いはな い が， S B49-52はS D43溝 に 切 ら れ

ており， S D43は出土遺物か ら みて S D42大溝より遡る も の であり， S D42はS D47, 48 に 伴う

大溝 と 考 え れ ば 次 の よう な 変遷が考 え ら れる。

S B  52→51→5炉4炉 S D43--― → S D  42→S B  48→47B →47A 

以上の ご と く 検出した建物の 棟数分 の 7 期の変遷が明 ら かであるが， これ以上の変遷 のあ っ た

可能性 も 考 え ら れる。

第5 ト レ ン チ では掘立柱穴跡は多数検出 さ れたが建物跡 と してま と まっ たのはS B 5 6, 57 の 2

棟である。 S B 5 6建物が S B 57建物を切 っ ており， これ ら が竪穴住居址を切 っ て い る。 S B 5 6は

東西 2 間(10尺 ） X 南北 2 間( 8 尺 ） の建物で西面 に 廂( 8 尺 ） を有して い る。 S B 57は東西棟

の 3 間 X 1 間 ( 7 尺等 間 ） の建物で性格は不明であるが， 追跡中軸線上の遺跡北辺近 く に ある官

街風建物群の 一部であり， 今後性格 の検討が必要である。

今 回検出 さ れ た 3 棟 の 長屋風建物 に つ いては， 他 の 重複した官街風建物 と 合せ 全体 の 規模を明

ら かに する に は至 ら な か っ た の で， 建物の 配置， 建て替 え の 祥し い 変遷 に つ いては問題を将 来 に

委 ね るこ と に な っ たが， 遺跡北半中央部 の台地上 に は関和 久遺跡 ＝ 白 河郡家跡の中躯区部 と も い え

る官術風建物群が存在して い たこ と が明 ら か と な っ た。

(2) 小溝跡

S D  43小溝跡はJ L ~ J  N-71より検出 さ れた直線的 な溝跡で， 幅は 60cm-70cmで南端は深 く ，

北 に行 く 程浅 く な り ト レンチ内では 8.8m に わたり検出 さ れたが， 北側ではほ と んど痕跡的 と な

っ て い る。

この溝跡はS B 49, 50, 51, 52各建物跡， S I 44竪穴住居址を切 っ ておりこれらの 遺構よりは

新し い も の である。 S B 47, 48建物 と は切り合 いは見 ら れ な い が， 建物の内側 に溝が来ており同
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時存在 と は考えにく い 。 したが っ て S D43小溝跡はこれ ら と は独立した も ので， 遺物か ら は 9 世

紀頃の も の と 考え ら れる。

(3) 大溝跡

本年度の調査ではS D 3 6, 42の 2 条の大溝跡 が検出 さ れて い る。

S D  3 6は昨年検出 さ れたS D3 6 （ 註 1 )の延長上のI B 31 - 32 （第1トレ ン チ）， その北の延長

上の台地のKA31- 33 （ 第3トレ ン チ）より検出 さ れて い る。 第1トレ ン チでは昨年の S D3 6同

様真北より や や 東に ふ れ， 上半部 が削平 を 受 け深 さ 40cm と 浅くな っ て い る。 第3 トレ ン チではこ

の溝跡のほぼ真北の延長上に幅 3.2m, 深 さ 90cmの大溝 が検出 さ れほぼ真北に走 っ て い る。 両ト

レ ン チ と も 溝の東側には関和 久遺跡の時期の遺構は検出 さ れず， また第3 トレン チの大溝の堆積

土 中 か ら は 9 世紀に位置 付 け ら れる土師器， 瓦な ど が検出 さ れその使用 年代 も 関和 久遺跡の年代

と 一致して い る。 したが っ て， この大溝跡は一連の も ので あ り， 遺跡の東 辺 を 限る大溝 と 考える

こ と ができる。

S D  3 6に限 ら れた東辺は遺跡南半部では真北よりや や 東にふれて い るが， 北半部ではほぼ真北

に走 っ て い る。 また第3トレ ン チの溝跡は南辺の大溝の中心より 302mに相当する部分に あ たり，

同時代の寸法で約2 町4 6間で あ り東辺は南辺より長 く 2 町以上で あ るこ と が判明した。 また第1

トレン チ と 第3トレ ン チの大溝 を 結 ぶ線 を 南に延長 す る と ， 南辺の延長線 と 南西 コ ー ナ ー より270

m - 275 m付近で交又す る。 し た が っ て郡家跡の四 至は， 今年度調査の第5 トレン チの建物群 も

含める と ， 東西約 2.5町， 南北 3 町以上の範囲にお さ まる も ので あ ろう。

S D  42大溝は第2 トレン チで S B 47 · 48建物の東側 と 南側で建物 を 囲 むように 「 L」形に検出

さ れており， 北半部で幅 3 . m, 深 さ 80cm を 計り， 南北柱列の柱痕 と 溝西肩 と の間は 1 . 5m~ 2 

m, 東西柱列では 1.5m と な っ て い る。 この大溝堆積土中か ら は10世紀か ら 1 1世紀に位置付 け ら

れる土師器， 所謂須恵系土器が検出 さ れて い る。 S D47 · 48建物の掘方埋土 中 か ら も ロ ク ロ 土師

器片 が検出 さ れており， S D42大溝 と S B 47 · 48建物が同時に存在して い た可能性は極めて強 い 。

したが っ てこの溝 を S B 47 · 48建物に伴う溝 と 考えた場合雨落溝 と しては幅， 深 さ と も 大きす ぎ

るので む し ろ建物の範囲 を 区画 す る溝 と 考えるべきで あ ろう。

このような一辺の長 い 建物 を 囲 む溝の例 と しては美作国 久米郡家跡 と さ れて い る岡 山 県 久米郡

久米町宮尾遺跡 （ 註 4 )， 鳥取県倉吉市伯者 国庁跡内部 （ 註 5 )， 秋田県仙 北町払田柵跡政庁部 （ 註

8 )な どの例 が あ る。 払田柵の も のは， 幅， 深 さ と も 1 m以下で板塀跡 と 考え ら れる も ので あ る。

伯 者国庁跡の も のは建物跡か ら 4 m近く離れて 2 条の溝 が囲 ん でおり， 建物前方にはかなり空間

が あ りそこに柵が配置 さ れて い る。 宮 尾遺跡の例は 「 コ 」 形に配置 さ れた細長 い 建物か ら 5 m前

後の距離 を お い て幅 2 ~ 4 mで深 さ 20cm-70cmの溝 が囲 ん で い る。 一辺の長 い 建物 と それ を 含む

地域 を 区画 す る溝の組合せは官術遺跡では類例は割合見 ら れるが， 宮 尾遺跡の も のが本遺跡の例

に近 い ようで あ る。 と すれ ば S D42溝は郡家跡の中心部の建物の部分 を 区画 する溝跡 と 考 え ら れ

る。

註 1 . 福 島 県教育委 員 会 「 関 和 久遺跡 N」

福 島 県文化財調査報告書第54集 1 97 6年 3 月
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福島県教育委員会 「関和久 遺跡V 」

福島県文化財 調査報告書第57集 19 77年 3 月

註 2 . 註 1 と同 じ

福島県教育委員会 「関和久 遺跡III 」

福島県文化財 調査報告書第49集 19 75年 3 月

註 3 . 福岡 県教育委員会 「福岡 県三井郡小郡 遺跡発掘調査概報」 19 71 年 3 月

註 4 . 岡 山 県教育委員会 「 宮尾 遺跡」 『 中 国縦貫 自 動車 道建設に伴う発 掘調査 2 』

岡 山 県埋蔵文化財発掘調査報告(4) 19 73 

註 5 . 倉吉市 教育委員会 「伯 著 国庁 跡発 掘調査概報 ( 3 · 4 次）」 19 75 · 76年

註 6 . 高井悌三郎 「新治 郡街趾」 『常陸国新治郡 上代遺跡の研究』 1944年

註 7 . 竹 内理三編 「 平安 遺文」 第9 巻
註 8 . 秋 田 県教育委員会 「払田 柵跡第 12次発掘 調査現 地説明会資料」 19 77年

第 2 節 遺 物

( 1) 瓦

今 回 の調査 で検出され た瓦の量 は極 めて少 なく， しかも出土し方 にもかたよりが見 られ る。

遺跡の中心 部にあたると考えられ ， かなり長 期に わ たり建物 が あったと考えられ る第2ト レ ン

チから出土した の は破片 3 点と極 めて少 ない。 それ に対 し同 じく建物 跡の検出され たト レ ンチで

も第5ト レ ンチから は25点と比較的多く， 平瓦でも第1 , 3 ,  5 ,  6 ,  8 類と 各 種 類が見 られ る。

文様瓦として は重弧文軒平瓦第2 類が 1点 見 られ る。

今回 調査され た台 地上の 部分 は比較的瓦の散布 の少ない 部分であったが， 中央 部でもや はり同

様 の結 果であり， 周 辺部近くと考えられ てい た第5 ト レンチの 部分から 比較的多く検出され てい

るの は， 建物 群 の性格の相 異 によるものかも知れ ない 。

( 2) 土 器

瓦以外 の遺物 で は土師器， 須恵器，

所請須恵 系土器， 中 世陶器， スク レ ー

パ ー が あるが， 量的には土師器が一 番

多 い 。

土師器は 杯， 高 台 付 杯． 甕など が あ

り． 杯は調 整 にロ ク ロ を 用い ない 丸底

のものと． ロ ク ロ を 用い た平底 のもの

が ある。

SD 36 

SD 42 

SD 43 

土師器， 須恵系土器杯出 土量表

第1類 第2 類 第3 類 第4 類 須恵 系
14 i ( 1) 

9 ! ( 1) 19 j ( 5) 3 : ( 1) 12 : 20 : ( 1) 

31 i ( 1) 10 ! 

（ ） 内 は完形品 を 表す。

丸底 杯は体 部と底 部の間の 内外 面 に段 を 有し， 体 部外 面 には横 ナ デ ， 底 部には箆削 りが施され

た 内黒 の も のであり， 東北土師器編 年の栗囲式の範疇 に入 るものである。 実年代 は 7 世紀後半 ～

8 世紀前半 に入 るものであり， SI 44 · 58 から検出され ており特 にSI 44で は床 面直 上から検出

され たものでこの住居址の年代を 示 すと考えられ る。 第3 次調査 の SI 12, SI 36と同様であり

郡家の時期の上限 を 示 すものであろう。
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ロ ク ロ 調整 の 杯を有する土 師器はSD 36 · 42 · 43の 各溝跡よりまとまっ て検出されている。 S

D 36 · 43溝出土 の 土 師器杯は全て体部下半か ら 底部にかけて再調整が施されたも の で， 特に回転

箆 削り調整（第1 類） か多く見 ら れる。 そ れに対しSD 42か ら は各類が出上して お り特に第2 類

が多いが， SD 36 · 43にはない第3 · 4 類， 須恵系土器が見 ら れ， 内黒土師器以外も加 え ると須

恵系土器が量的に一 番多くなる。

こ れ ら の 土 師器は東北土師器編年の表杉 ノ 入式に当るも の であるが， 各遺構 ごとには若干差が

あり， SD 36 · 43は底部に 回 転糸切り底を有するも の はなく， S D 42ではかなりの 量が伴 っ て お

り， また こ れ ら には須恵系土器も伴な っ ている。 前者は表杉 ノ 入式でも回転糸切底出現以前 の も

の として古い時期に位 覆付け ら れ， 後者は回 転 糸切底出現以後の 須恵系土器を伴う新しい時期に

位置付け ら れるもの である。 実年代は前者は 9 世紀， 後者は10世紀後半か ら 11世紀頃に位置付け

ら れるもの であろう。

遺物か ら 見た場合SD 36 • 43は 9 世紀頃は溝として機能して お り， SD 42は埋没時期が11世紀

頃と考 え ら れ， 10世紀には機能していたと考 え ら れる。 したが っ てS D 43はSD 42より古時期 の

ものと考え ら れる。

遺物 の出土 の 様相を考 え てみた場合， 第I 次 ～ V 次調査までの南側水田部の調査では瓦が1600

点以上あり平均 300点以上であり 100点を下 回 っ た年はなかっ た。 そ れに対し竪穴住居址出土遺

物以外では土器類は量も少なくあまりまとまっ ていない。 そ れに対し今 回 の調査では瓦は31点 と

極めて少なく， そ の 反対に土器類はかなりの 量が出土している。 こ の 遺物 の あり方は昭和4 9年 の

県道拡幅に伴なうN区北辺 の 発掘調査の 結果と類似している。 つ まり南側の 水田とな っ ている部

分と台地上では遺物 の 出土し方が異 っ ている。 こ れは両方 の 地域が遺跡内でも異 っ た機能を有 し

ていた結果 の 反映であるかも知れない。

第 3 節 遺 跡 の 性 格

関 和 久遺跡の発掘調査も本年度 で 6 回を重 ねた。 ま だ主要部分 の発掘がなされていないの で，

最終結論を出す段 階に至 っ ていないが， 本遺跡をも っ て古代の 陸奥 国 白 河郡家跡とするわれわれ

の 推定はまず動かないもの と思われる。

過去 6 年間にわれわれの 発掘した建物跡は郡家設置 以 前 の も の と考 え ら れる 3 棟 の 竪穴住居址

を除いても次に示したように42棟を数 え る。 こ の 中 に は重複して建て ら れているもの もあるか ら ，

こ れ ら 42棟の建物が 同時に存在したもの ではないが， ま だ発掘面積が少いにも拘わ ら ず， こ の よ

うに多数の建物跡が発見されたのは， 本遺跡内にあ っ た建物は実に多か っ た こ とを示しているで

あろう。 陸奥国第1 の 大郡である 白 河郡家跡に適わしいもの である。
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関和 久遺跡発掘建物跡
（ 竪穴住居址 3 棟 を 除 く ）

建物番号
礎 石

地 業 桁 行 梁 行
柱 間

棟方向
調 査

備 考
掘立の別 桁 梁 年 度

S B  01 礎 石 掘込地業 4 間 3 間 9 尺 9 尺 南 北 47 · 48 正 ノ居

S B  02 ” FF 4 3 ， ， II ” II 

S B  03 II II 3 以上 2 以上 7 7 ” FF II 

S B  05 II ” 4 間 4 間 8 7 東 西 48 · 49 ＂ 

S B  06 II FF 4 3 ， ， II 48 FF 

S B  10 II な し 4 3 ? 8 8 II 49 ” 
S B  1 1  " ＂ 4 3 8 8 ” 49 ” 
S B  20 II 掘込地業 4 3 8 8 ＂ 50 II 

S B  23 FF な し 2 2 ， ， II II ？ 

S B  26 II 掘込地業 ？ 2 8 ？ ？ II ？ 

S B  32 ＂ ？ ？ ？ ？ ？ ？ ” ？ 

S B  07 掘 Jl... ． な し 4 3 8 8 東 西 48 正 ＾ 居

S B  04A ” ” 5 2 10 10 II 49 官 街 風
S B 04B ＂ II 5 2 10 10 II II II 

S 8 08 II ” 5 2 10 10 II II 東西妻廂 8 尺
S B  09 II I/ ？ 2 10 10 ” II ？ 

S B  15 ” ” ？ 2 10 10 ” ” 東妻廂 10尺
S B  16 II FF ？ 2 8 8 " ” ？ 

S B  17 ” ＂ ？ 2 10 10 II ” ？ 
S B  18 II ” ？ 2 8 8 II ＂ ？ 

S B  21  ” ” ？ ？ 8 ？ ？ 50 ？ 
S B  22 ” II 2 2 ， ， 東 西 ？ II ？ 
S B  24A ” II 5 2 10 10 東 西 If 官 街 風
S B  24B ” If 5 2 10 10 ” ” II 

S B  25 ” II 5 1 10 6 ” “ ” 
S B  31  II ” 2 ？ 6 6 ？ If ？ 
S 8 33 II ” 2 ？ 6 6 ？ ” ？ 

S B  34 II FF 2 ？ 10 ？ ？ ＂ ？ 

S B  35 II ” ？ ？ ？ ？ ？ FF ？ 

S B  37 ＂ II 3 2 8 6 . 5  東 西 51  倉 庫 ？ 

S B  38 II II 4 ？ 8 ？ II II ？ 

S B  39 II ” ？ 2 7 10 南 北 II ？ 
S B  40 II ” 3 ？ 7 7 東 西 II ？ 
S B  47A II II 8 以上 2 以上 4 ~ 7 6 ~ 10 南 北 51 官 街 風
S B  478 ＂ II 8 以上 2 以上 6 7 ＂ II II 

S B  48 II ” 7 以上 1 以上 7 10 II ＂ II 

S B  49 II ” 2 以上 1 以上 ， 6 ？ ” ？ 

S B  50 II II 3 以上 1 以上 8 8 ？ ＂ ？ 
S B  51 II ” ？ ？ ？ ？ ？ II ？ 

S B  52 I/ II ？ ？ ？ ？ ？ II ？ 

S B  56 ＂ II 2 2 10 8 東 西 ＂ ？ 

S B  57 II ” 3 1 7 7 II II ？ 
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こ の42棟の中 ， 13棟がベ タ 柱の倉庫 風の建物であ り ， し かもその 中の10棟が礎石を使 用 し た建

物 である。 礎石を使 用 し た建物は全部 で11棟あるが， 残る 1 棟も倉庫 である可能性が強 い 。 そ う

すると倉庫の大部分が礎石を用 い て い たものである こ とか知られる。 そ し て こ れらの倉庫は遺跡

の南半 に 並 ん で配置されて い る。 少 く とも本年発掘 し た北部の 台地からは倉庫 風の建物は見出せ

なかった。 こ れは興味のある こ と である。

長 元 3 年 ( 1030) の 『上野国交替実録軌』 に よ れば当時の上野国の各郡 に は郡庁， 館， 厨家，

正 倉などの建物があった こ とが知られる。 郡庁は郡の政務を執ると こ ろ， 館は郡司の居館， 厨家

は食糧を貯えてお い た り ， 調理 し た り すると こ ろ， 正 倉は郡の租稲を収納すると こ ろ であったろ

う 。 し かも こ れらの建物が入 ま じ って散在するの ではなく， 『令義解』 の儀制令の五行の条 に 郡

院， 倉庫院， 厨院と い う 言葉があるの に よ って知られる よ う に 同 じ 種類の建物が一定地域内 に ま

と ま って存在 し て院を形成 し て い たもの であった。 正 倉か南半の平地 に あ り ， 北半の台 地上 に は

官術風の大きな建物があると い う 本逍跡 に お け る建物跡の分布状 態は こ の よ う な郡家 に お け る建

物のあ り 方を如実 に 示 し て い るものと思われる。 こ れは今後の調査 に よ って確かめた い 。

正 倉の多くが掘込地業を伴った り ， 礎石を用 い た り し て， 郡庁の建物と思われるSB47A, S 

B 47B , SB 48か単なる掘立造 り であるの よ り 念入 り に つくられて い る こ とは注意すべきである。

それは正倉は籾を収 納 し て置くと こ ろ であるから大きな荷重がか 、 るの で甚礎を し っか り と し な

けれ ばならなかったため である。 こ の正 倉 にどの位の籾が収納されるかと い う と， たとえばSB

05は桁行32尺 ， 梁行28尺の建物 であるからその建坪は24.88坪 に なる。 越 中 国官倉納穀交替帳 に 見

え る川 上村の北第二板倉は桁行 30 .45尺， 梁間2 9尺 で， その建坪は 24 . 53坪 であるから， SB 05 

とほ ゞ 同 じ 面積と見られるの であるが， こ の倉 に は4750舟斗 7 斗の籾が収納されて い た（註 l )。 収

納の量は建物の高さ に よ っても ち が う から， 建坪から だ け で比較する こ とはできな い が， ほ ゞ 同

じ 高さの建物 であったと し て計算すると， SB 05 に も4750.7糾 に 近 い 籾が収納されて い た こ と に

なる。 こ れを い ま の石 に 換 算すると1 900石 に なる（註 2 ）。 こ の1 900石の籾の重さと建物の重さが

25本の床柱 に か 、 るの であるから， その荷重たるや大きなもの で， 役 人が30~40人 働 〈 に す ぎな

い 郡庁の建物とは格段の差 である。 こ れが同 じ 郡家の建物 であ り ながら租米を納める正倉 では礎

石を使 用 し た り ， 掘込地業などの厳重な地業が施された理由と考えられる。

関 和 久遺跡の北方の限 界かど こ に あるかを決定する こ とは本年度の調壺の大きな 目 的の 1 つ で

あった。 それは 日本の郡家跡 で 四至の明らか に なって い る例はい ま だなく， 郡家の大 い さと い う

ものが具体的 に はわかって い な い から である。 幸 い 関和 久遺跡 に お い ては南辺 に お い て長さ 250

mの大溝が発見された こ と に よ って東西長はす で に 判明 し て い る（註 3 ) 。 あとは北辺の境 界を見

付 けれ ば よ い だ け であった。 われわれは南北も 250m ぐ ら い で は ゞ 方形をなすものと想定 し てい

たの であるが， 本年度の発掘 に よ って， 南辺から 300mを超 え たと こ ろ に も建物跡(SB 5 6, S 

B 57 )が発見され遺跡はもっと北方 に 伸 びる こ とが明らかに なって こ の想定は崩れ， 南北長は300

mを超 し ， 郡家の敷地は南北 に 長 い 長方形をなすもの である こ とが考 え られる に 至ったが， ど こ

ま で伸 ぴるかは来年度の調査 に 侯たな ければならぬ。

註 1 . 『平安遺文』 204
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註 2 . 沢 田 吾ー 『奈 良 朝時代民政経済の数的研究J 404頁

註 3 . 福 島 県 教育 委 員 会 『関和 久遺跡 N 』 昭和51年

第 4 節 ま と め

最後 に 過去 6 年間の 関 和 久遺跡発掘調査の 成果をま と めて見る と

(1 )  関 和 久遺跡は福 島 県西 白 河郡泉崎村関和 久 の 阿武隈川 北岸 の平野 に ， 後 に 山 を 負 い 川 を

前 に し て営まれた官街逍跡で， 北の 一部は台地 に か 、 る。 そ の範囲は東西は 250mで あ るが， 南

北は 300mを こ え， 南北 に 長い長 方形を な し ている。 そ の東， 西， 南の 各辺 に は平均幅 3 m, 深

さ 2 m ぐ ら い の 空掘をめ ぐ ら し ているが， 北辺の 空掘はまだ見付 っ てい な い。

(2) こ の長 方形 の 地域 内 か ら こ の遺跡 に 属する建物跡が42棟発見 さ れた。 そ の中1 1棟は礎石を

用 いた建物で あ り， 他 の31棟は掘立柱を用 いた建物で あ る。 こ のほか に本遺跡築造以前 の も の と

思 われる竪穴住居址が 3 棟 あ る。

(3) いままで発見 さ れた礎石使用 の建物跡はすべて穀倉す な わ ち 正倉で あ る。 正 倉 と 官街風の

建物は地域を異 に し て存在 し ている。

(4) 遺跡内か ら 出土する遺物 に は瓦， 土師器， 須恵器な ど が あ るが， 8 ～ 9 世紀 の も の が主で

あ るが， 11世紀 に 及 ぶ も の も あ る。

(5) 遺跡の位置， 建物の 配罹， 正 倉 の 多い こ と ， 出土遣物な ど か ら 見て， 本遺跡は奈良 • 平安

時代に おける陸奥 国 白 河郡家跡 と 推定 さ れる。

(6) 本遺跡の東北 500m の 上町 に 土塁状 の 高まり と 空掘 と が の こ っ ており， 附近か ら も 関和 久

と 同 じ 瓦が出土する。 古代に こ の 地方 に あ った官街 と し ては文献上では神亀 5 年(728)新囲 の 白

河軍団が あ る。 上町の遺跡が何で あ るかは関和 久遺跡 と の 関連 において今後考察せ ら るぺき問題

で あ る。
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